
環境保護への基本姿勢�
環境基本方針�

3 4

「自然との調和」を経営理念に掲げ、「自然環境の保護と省資源に努める」ことを行動の基準とする日東電

工グループにとって、環境保護活動は経営の一部です。当社では１９９６年に制定した環境基本方針に基づき、

資源生産性と企業成長が両立する「環境経営」を目指して活動を推進しています。�

環境戦略と2001年度主要活動実績�
日東電工グループは、「環境経営」実現のための環境戦略を策定しており、そのなかから年度ごとの主要活

動項目を決め、環境委員会を中心とした推進体制で、全社一丸となった取り組みをしています。�

�

環境経営�
環境戦略のコンセプトと�
施策�

　2001年度に主要活動項目として

取り組んだ項目と、その実績は次の通

りです。�

2001年度主要活動項目�

　年２回開催される「環境委員会」は、

環境に関する当社グループの最高審

議機関です。ここで決定した事項は各

事業所に徹底されます。また、国内の

各製造事業所では、事業所長が環境に�

関する経営者となり、事業所環境委員会、

環境管理責任者、内部環境監査員を配

置。事業所に適した環境マネジメント

の構築・実施・維持・改善を行い、それ

ぞれの方針に基づいた環境保護活動

を実施しています。�

全社の推進体制�

・ 最高の品質とサービスをお客様に提供しよう�
・ 安全を全てに優先しよう�
・ 常にチャレンジ精神を持って行動しよう�
・ 法と倫理に基づいて行動しよう�

・ お客様に満足される新しい機能を創造します�
・ 社員の個性を尊重し、�
　一人ひとりの豊かさの実現を図ります�

新しい価値の創造�
�

経営理念�
�

環境基本方針�
�

・ 社会や自然との調和に努めます� ・ 自然環境の保護と省資源に努めよう�

�

行動基準�
�

私たちの住むかけがえのない地球を守り、次世代に引き継いでいくために、�
地球環境の保全は人類共通の最重要課題であることの認識のもとに、�

日東電工グループは「新しい価値の創造」を通じ、�
企業活動のあらゆる面で地域から地球規模までの環境に配慮し、行動する。�

�
�

理 念�
�

基本方針�
�環境マネジメントシステムを整備し、効果的な環境保全活動を実現する。�

企業活動による環境影響を的確に把握し、技術的、経済的に可能な範囲で環境目的・
目標を定め、計画的な取り組みをし、環境保全活動の継続的改善を図る。�

環境負荷の低減を指向した製品開発、技術開発を行う。�

省資源、省エネルギー、産業廃棄物の削減、リサイクルの推進に企業活動のあらゆ
る面で取り組む。�

環境に負荷を与える物質については可能な限り、代替え技術の開発による削減及
び排出の抑制を図り、環境負荷の低減に努める。�

環境に関する法律、規制、協定などを遵守するとともに、必要に応じ自主基準を設
定し、環境保全に努める。�

環境に関する教育、広報活動に努め、全従業員に「環境基本方針」の理解と意識の
向上を図り、実践に結びつける。�

環境監査を定期的に実施し、環境管理レベルの維持、向上に努める。�

環境に有益な技術、情報は必要に応じ公開し、社会に貢献する�
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源流対策（発生抑制）�

�

出口対策� 環境負荷の転嫁�

環境経営�

企業成長�

資
源
生
産
性�

・生産性向上�
・ボランタリープラン�
・無溶剤化製造技術�
・有害化学物質の排除�
・グループ展開�
�

・法規制対応�
・情報公開（ＰＲＴＲ）�
・環境コストの負担増�
・生き残れない�
�

・規制の緩い国で生産�
・ＯＥＭ（利益優先、環境無視）�
・コーポレートブランドの失墜�
�

・ファクター４（資源生産性向上）�
　　豊かさを２倍に、資源消費を半分に�
・循環型資源�
　　原材料：脱石油・脱溶剤→動植物資源�
　　エネルギー：化石燃料→水素�
・環境ビジネス／環境適合製品�
�

１）ボランタリープランの目標修正�
　・産業廃棄物の削減目標を上方修正�

２）化学物質管理�
　・禁止、削減、管理物質として１，７１１物質
　 を対象に日東電工自主管理化学物質
　　管理指針制定。�
　 新製品には９月から適用�
　・化学薬品管理システムを本社へ導入
　　しスタート�

３）ＬＣＡ�
　・環境適合製品の評価基準の制定完了�

４）グリーン調達ガイドライン制定　�
　・資材部、環境技術開発部で作成。お取
　　引先へ配布。日東電工ホームページに
　　も掲載�

５）環境報告書（２００１年度版）発行�
　・環境報告書を６月に発行、ホームペー
　　ジには英語版も併載。�

６）環境会計・環境予算�
　・今年度より国内グループ会社を含めて
　　実施。海外グループ会社を含む２００２
　　年度環境予算編成�

７）総合内部環境監査�
　・計画通り８事業所実施。�

８）産業廃棄物削減に関する表彰規程制定
　・産廃原価低減貢献賞（効果金額の１％
　  を表彰）、ゴミゼロ工場達成賞を新設�
�
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　日東電工グループは、1993年に経

営理念「新しい価値の創造」と、これを

実現するための日々の企業活動の指

針として「行動基準」を制定しました。

お客様に新しい価値を提供し続けるこ

とにより、企業としての健全な成長を

図るとともに、社会、株主、そして従業

員など、すべてのステークホルダーに

とって存在価値のある企業を目指して

います。この行動基準をもとに、お客

様の満足度の基本である製品安全や

環境保全などの取り組み方針を制定し

ています。とくに環境保全の取り組み

については、1993年にボランタリー

プラン(環境保護活動計画)を策定。

1996年に「環境基本方針」を制定し

社内外に公表しました。この環境方針

は英訳し、海外のグループ会社も含め

周知を図っています。�

　当社グループは、1960年代から有

機溶剤などによる大気汚染防止を中

心として、溶剤回収装置の設置、脱臭

炉（溶剤の燃焼処理装置）の設置など

出口対策を進めてきました。現在は、

出口対策中心の取り組みから、有機溶

剤を使用しない製法への転換や、廃棄

物が発生しない製法への転換など、源

流対策・プロセス改革を指向していま

す。そのための研究開発、製造技術開

発を通して、単なる環境保全だけでは

なく、環境と事業の両立を追求し、�

社会への貢献を図っていきます。�

�

�

�

�

　持続可能な発展のために循環型社

会を構築していくことは、社会的な命

題であるとともに当社グループの命題

でもあります。そこで環境に対する中

期計画として「あるべき姿」を描き、循

環型社会構築に向けた環境戦略を立

案しています。この環境戦略に基づき、

各施策ごとの課題を明確にし、優先順

位をつけて各年度の活動項目を決め、

実績をフォローしています。�
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社会的命題�

持続可能な発展（開発）�

日東電工の命題�

サステイナブル　デベロップメント�

現在の世代が享受している自然の�
恵みを次の世代まで（環境基本法）�

日東電工の持続的成長�
　　＆　利益の増大�

循環型社会�
（社会構造の変革）�

�
世の中の流れを注視し、先行して手を打つ�

日東電工のあるべき姿�
（環境経営基本方針）�

　．事業活動�
環境負荷の極小化�

　．製品開発�

環境負荷の極小化�

　．ステークホルダーとの�

コミュニケーション�

�

ボランタリープラン�（ 産廃・省エネ・有機溶剤 ）�

環境適合製品　／　環境ビジネス� 社会貢献活動�

環境リスク管理�

マネジメントの�
ツール�

施　策�

グリーン調達�

LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）�

化学物質管理　・　PRTR（情報開示）�

環境会計・環境予算�

環境三新活動�

環境ラベル�

環境業績評価� 環境報告書・HP etc

環境マネジメントシステム�

日東電工グループ展開�

日東電工グループの目指す環境経営�

日東電工グループの環境戦略�


